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年 月 日 （ 金 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

0 1

1 0

0 0

10 8 9 0 0 72 92 70

〇 〇 〇 3 0 × × ×

番 番

No. 号 号 No.

90+1 分 3 年 12 51 2 年 分

分 3 年 3 72 3 年 分

分 2 年 4 88 2 年 分

分 3 年 5 65 3 年 分

分 3 年 2 55 3 年 77 分

44 分 2 年 11 98 2 年 54 分

分 2 年 8 26 2 年 分

延HT 分 3 年 6 92 3 年 分

59 分 3 年 18 77 3 年 73 分

88 分 3 年 7 37 2 年 68 分

分 3 年 10 36 3 年 56 分

12 分 3 年 1 30 3 年 分

7 分 2 年 15 38 2 年 分

分 2 年 26 96 3 年 分 55

分 2 年 17 45 3 年 分

分 2 年 20 59 2 年 分 36

11 分 3 年 9 78 3 年 分 77

18 分 2 年 13 95 2 年 分

分 2 年 14 60 3 年 分 37

6 分 3 年 19 70 3 年 分 98

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 4 0 0 1 2 分

分 15 0 3 0 0 分

分 0 0 2 1 分

分 1 1 1 4 分

分 0 0 1 0 分

分 0 0 0 0 分

No.

分 36 0 － 1

分 9 1 － 1

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

2019 6 7 11 00 キックオフ 会  場   アスパ五色  メイングラウンド

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部令和元年度兵庫県高等学校総合体育大会サッカー競技 準決勝 158

天  候 雨 風 強風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原  弘樹

日  時

主  審 足立　正輝 副審１ 寺岡　大輔 副審２ 福吉　海偉 第４の審判員 小川　耕司

延前

○×  先 PK戦

会場主任 田村　孝次 記  録 石塚　健二 平野　敦士 観 衆 452

交代

 チーム名 延kickoff

1

前半

1

 チーム名 kick off

芦 屋 学 園 高 校 後半 滝 川 第 二 高 校

前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート

延後

先  ○×

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 林　憲太朗水田　翔也 GK

OUT時間 延後 延前 後半 前半

DF 口石　典明林   　蓮汰 DF

DF 眞古　大輔 1出口　昂貴 DF

DF 中谷　俊介松尾　佑星 DF

DF 中島　祐希吉野　悠人 DF

MF 岩澤　秀人1 木原   　仁 MF

MF 松本　祐満1 藤田　悠椰 MF

MF 大村　陸人黄　   慶斗 MF

FW 北田　尚摩 1足立　壮駿 MF

FW 木出　昴生牧野　陽太 MF

FW 片山　大地 １*1 前川　京佑 FW

GK 中島   　和池野　拓海 GK

DF 永川　   遼上田 翔一朗 DF

DF 尾崎 辰太朗 1池田　翔輝 DF

MF 森川　恵多青木　滉征 MF

MF 萬谷　陸人大野　凱斗 MF

MF 青木　啓真 1 12* 近藤　悠介 FW

MF 重富　凌太上野　勇人 FW

FW 池尾 遼乃介西口　裕人 FW

FW 千原　颯太大道　皇明 FW

88 警 出口　昂貴 ラフ 5 4 1

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

3 0 6

事 由前半 後半 合 計 時 間

0 0 1

上田 翔一朗 反ス 16 5 8 Ｇ Ｋ

1 1 0 Ｃ Ｋ 5

1 7 889 警

0 8

間接ＦＫ1 0 1

4 直接ＦＫ 4 6 1511 5

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 00 0 0 Ｐ Ｋ

得

点

経

過

5 滝川第二 片山 左 72

70 芦屋学園 近藤 中央

36 右足 Ｓスローイン 98 → 72 ∩ 中央

右足 Ｓ× 6 Ｈ ∩ 9 ～

戦

評

[備 考]

戦評者 所 属 芦屋・神戸国際附 氏 名 上野・石塚元

  強い雨の中、芦学4-4-2、滝二4-1-3-2でスタート。立ち上がりから、滝二がセカンドボールを拾い主導権を握る展開とな

る。前半5分、左サイドのスローインから芦学DFの隙をついて数的優位を作り、クロスを押し込み滝二が先制する。その後も

滝二が左サイド77北田、72口石を中心に主導権を握り試合を優位に進める。対する芦学はカウンターから反撃に出るが、ミス

が目立ちボールを失う展開が続く。後半に入り本来の動きが戻り始めボールを保持できるようになった芦学は、9近藤を投入し

攻勢に出ると、カウンターから９近藤の鋭いクロスを10前川が合わせ決定機を作る。滝二も隙を与えず立て続けに選手交代を

行い主導権を握ろうとするが、ファウルが増え芦学にセットプレーのチャンスを与えてしまう。芦学のフリーキックの流れから

70分、9近藤が左足で切り返し右足でシュート、ついに同点に追いつく。その後も両チームとも一進一退の攻防が続き、延長

戦でも決着がつかずPK戦へ。両チームともに決勝への思いがぶつかり合う好ゲームであった。


